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特 記 仕 様 書 

 

（目 的） 

第１条 指定された町道の人力・機械除雪及び交差点除排雪を行うことを目的

とする。 

 

（委託計画書） 

第２条 委託着手前に委託業務を完了するために必要な手順や業務等について

の業務計画書を業務責任者に提出しなければならない。 

  ２ 委託業務計画書には次の事項を記載しなければならない。また、業務

責任者が記載された事項以外の内容について補足を求めた場合には、追記

するものとする。 

  ① 委託概要 

  ② 委託組織図 

  ③ 緊急時の体制及び対応 

  ④ 安全管理 

  ⑤ 交通管理 

  その他仕様書に規定する事項、業務責任者の要求する事項、請負人が必要

とする事項 

 

（安全管理） 

第３条 委託業務に当たって、所管警察署と打合せを行うとともに、申請等が

必要となる際は速やかに行わなければならない。 

  ２ 常に交通法規を遵守し、歩行者や車両等に十分配慮しなければならな

い。 

  ３ 安全・訓練等の実施に当たっては、労働安全衛生法等に基づき行う日々

の安全教育等を行い、万全を期さなければならない。 

 

（業務の指示） 

第４条 除雪業務の開始は、環境土木課道路公園維持係の指示を受けて行うこ

と。 

 

（業務の基準） 

第５条 除排雪業務委託仕様書による。 

 



 

 

（提出図書） 

第６条 提出図書等は次のとおり、遅滞なく提出しなければならない。 

  ① 着手届 

  ② 委託計画書 

  ③ 乗務員及び運転助手の名簿 

  ④ 免許書の写し 

  ⑤ 完了届 

  ⑥ 委託受渡書 

  ⑦ 作業日報 

  ⑧ 運転時間等の記録 

  ⑨ その他 
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芽室町除排雪業務委託仕様書 

目  次 

第１章 除排雪業務の内容                ページ 

１  除排雪業務の主旨･･……･･････････････････････････････････････････  ５ 
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第２章 芽室町除排雪業務仕様書 

第１節 総 則 

１  適 用 ･･････････････････････････････････････････････････････   ５ 

２  用語の定義 ･･････････････････････････････････････････････････   ６ 

３  業務実施計画書  ････････････････････････････････････････････   ６ 

４  業務の再委託 ････････････････････････････････････････････････   ６ 

５  受託者内の相互協力 ･･････････････････････････････････････････   ７ 

６  業務の一時中止  ････････････････････････････････････････････   ７ 

７  貸与機械等 ･･････････････････････････････････････････････････   ７ 

８  業務担当員等による確認及び立会等 ････････････････････････････   ７ 

９  業務完了・完了検査 ･･････････････････････････････････････････   ７ 

１０  業務実施管理 ････････････････････････････････････････････････   ８ 

１１  履行報告 ････････････････････････････････････････････････････   ８ 

１２  使用人等の管理 ･･････････････････････････････････････････････   ８ 

１３  業務実施中の安全管理 ････････････････････････････････････････   ８ 

１４  事故報告  ･･････････････････････････････････････････････････   ９ 

１５  安全管理 ････････････････････････････････････････････････････   ９ 

１６  諸法令の遵守 ････････････････････････････････････････････････   ９ 

１７  官公庁への手続等 ････････････････････････････････････････････  １０ 

１８  提出書類  ･･････････････････････････････････････････････････  １０ 

１９  その他 ･･････････････････････････････････････････････････････  １０ 
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第２節 除雪基地 

 １  目 的 ･････････････････････････････････････････････････････  １０ 

 ２  除雪基地の運営と管理 ･･･････････････････････････････････････  １０ 

 ３  除雪基地の役割 ････････････････････････････････････････････  １１ 

 ４  除雪作業計画 ･･････････････････････････････････････････････  １１ 

 ５  町民対応 ･･････････････････････････････････････････････････  １２ 

 ６  本町への報告事項 ･･････････････････････････････････････････  １２ 

 ７  事故・緊急時 ･･････････････････････････････････････････････  １２ 

 

第３節 車道除雪 

 １  作業内容 ･･････････････････････････････････････････････････  １３ 

 ２  作業実施の留意事項 ････････････････････････････････････････  １３ 

 ３  除 雪 ････････････････････････････････････････････････････  １４ 

 ４  路面整正 ･･････････････････････････････････････････････････  １５ 

 ５  拡幅除雪 ･･････････････････････････････････････････････････  １７ 

 ６  吹込み除雪 ････････････････････････････････････････････････  １８ 

 ７  段切り除雪  ･･････････････････････････････････････････････  １９ 

 ８  安全管理 ･･････････････････････････････････････････････････  ２０ 

 

第４節 路線排雪 

 １  作業内容 ･････････････････････････････････････････････････  ２２ 

 ２  作業実施の留意事項 ･･･････････････････････････････････････  ２３ 

 

第５節 交差点排雪 

 １  作業内容  ･･･････････････････････････････････････････････  ２４ 

 ２  作業実施の留意事項 ･･･････････････････････････････････････  ２４ 

 ３  安全管理 ･････････････････････････････････････････････････  ２４ 

 

第６節 雪捨場整理 

 １  作業内容 ････････････････････････････････････････････････  ２５ 

 ２  作業実施の留意事項 ･･････････････････････････････････････  ２５ 

 ３  安全管理 ････････････････････････････････････････････････  ２６ 
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第７節 スノーポール設置 

 １  作業内容 ････････････････････････････････････････････････  ２６ 

 ２  作業実施の留意事項 ････････････････････････････････････   ２６ 

 ３  作業報告 ･･････････････････････････････････････････････   ２６ 

 

第８節 人力除雪 

 １  作業内容 ･･････････････････････････････････････････････   ２６ 

 ２  作業実施の留意事項 ････････････････････････････････････   ２６ 

 ３  作業報告 ･･････････････････････････････････････････････   ２６ 

 

 

第３章 基 準 

第１節 基 準 

 １  目 的 ････････････････････････････････････････････････   ２７ 

 ２  適 用 ････････････････････････････････････････････････   ２７ 

 ３  構 成 ････････････････････････････････････････････････   ２７ 

 ４  管理の実施  ･･････････････････････････････････････････   ２７ 

 ５  管理項目及び方法 ･･････････････････････････････････････   ２７ 

 ６  除雪作業施工管理基準値 ････････････････････････････････   ２７ 

 ７  写真管理の留意事項 ････････････････････････････････････   ２７ 

 

第２節 除排雪作業施工管理基準値 

 １  車道除雪 ･･････････････････････････････････････････････   ２９ 

 ２  歩道除雪 ･･････････････････････････････････････････････   ３０ 
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第１章 除排雪委託業務の内容 

１ 除排雪委託業務の主旨 

    除排雪委託業務（以下「業務」という。）は、市街地を鉄南、東地区、西地区、東

めむろ地区及び東工地区で、郊外地は河東地区、河西地区及び河北地区の８地域の

除雪を行う。町道の除雪作業種目（車道除雪、歩道除雪及び交差点除雪等）と連帯

しながら、効率的な除雪体制を構築し、町民と町と受託者が協力し相互理解を図っ

た、地域に密着した除雪を行い、冬期間の生活環境の向上を図ることを目指とする。 

 

２ 業務内容 

  （１）車道除雪、歩道除雪、交差点除雪、駐車場、通路等及び排雪作業を組み合わせ

た、業務を委託する方法である。 

  （２）業務の履行のため現場事務所として、受託者の代表者の事務室内に除雪基地を

設置すること。 

 

３ 受託者の責務 

  （１）事前に定められた路線の状況を把握し、効率的かつ安全な業務を履行すること。

なお、危険箇所等があった場合、本町に報告し指示を仰ぐこと。 

  （２）気象情報等により地域の道路状況を常に把握し、適正な出動体制を整えて業務

を的確に実施すること。 

  （３）業務の実施に当たっては、除雪作業間の整合性を図り、人と機械を的確に運用

し効率性の高い業務の履行に努めること。 

 

４ 委託業務の実施 

    業務の実施については、第２章各節の作業項目ごとの規定によることとする。 

 

第２章 芽室町除排雪業務仕様書 

第１節 総 則 

 １ 適 用 

  （１）芽室町除排雪委託業務仕様書（以下「除排雪業務仕様書」という。）は、芽室町

が発注する業務に係わる契約書及び設計図書の内容について統一的な解釈や運用

を図るとともに、その他必要な事項を定め、契約の適正な履行を確保する。 

  （２）契約図書は、相互に補充し合うものとし、契約書及び設計図書のいずれかによ

って定められている事項は、契約の履行を拘束することとする。 

  （３）業務の内容と除排雪業務仕様書の間に相違がある場合、受託者は、業務担当員

に確認して指示を受けなければならない。 
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  （４）受託者は、信義に従って誠実に業務を履行し、業務担当員及び道路パトロール

員の指示がない限り業務を継続しなければならない。ただし、契約書に定めがあ

るものについては、この限りではない。 

 

 ２ 用語の定義 

  （１）業務担当員とは、本町職員をいい、委託事項に関する連絡やその調整に従事す

る。 

  （２）道路パトロール員は、本町職員をいい、委託事項に関する道路状況の確認、現

場での除雪作業状況の確認、除排雪作業の指示に従事する。 

  （３）業務担当員等は、業務担当員及び道路パトロール員をいう。 

  （４）除雪巡回とは、受託者の使用人が行う道路パトロールをいう。 

  （５）除雪巡視員とは、除雪巡回を行う受託者の使用人をいう。 

  （６）指示とは、業務担当員等が受託者に対し業務の実施方法を示し、業務を実施さ

せることをいう。 

  （７）承諾とは、受託者が業務担当員等に報告し、業務担当員等が事前に了解するこ

とをいう。 

  （８）完了とは、業務の全てを終えることをいう。 

  （９）終了とは、業務が委託期間内において部分的に終えることをいう。 

  （１０）検査とは、終了及び完了の検査をいう。 

  （１１）確認とは、業務の期間内において、一定期間内の業務の履行確認をいう。 

  （１２）協議とは、委託者と受託者が対等の立場で合議することをいう。 

  （１３）設計図書とは、除排雪業務仕様書、特記仕様書及び図面をいう。 

  （１４）特記仕様書とは、除排雪業務仕様書を補足し、業務の実施に関する詳細また

は、業務固有の要求を定める図書をいう。 

 

 ３ 業務実施計画書 

   受託者は、あらかじめ業務の実施に必要な実施計画書を作成し、業務担当員に提出

しなければならない。 

 

 ４ 業務の再委託 

  （１）受託者は、業務を第三者に委託してはならない。ただし、あらかじめ委託者が

書面により承諾を得た場合はこの限りでない。 

  （２）受託者は、業務を再委託に付する場合には、次の各号に掲げる要件をすべてみ

たさなければならない。 

    ア 受託者が業務の実施につき総合的に企画し、指導及び調整すること。 

    イ 再委託者が芽室町の競争入札参加資格者である場合には、指名停止期間中で

ないこと。 

    ウ 再委託者は、当該業務の実施能力を有すること。 
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  （３）受託者は、委託金を支払う場合は、できる限り現金払いとし、手形払いを行う

場合には手形期間を短くするなど、再受託者の利益を保護するように努めなけれ

ばならない。 

 

 ５ 受託者内の相互協力 

   受託者は、受託者内の相互協力及び関連業務の受託者と協力し、業務を実施しなけ

ればならない。 

 

 ６ 業務の一時中止 

   委託者は、除排雪委託業務契約書に基づき、次の各個に該当する場合においては、

受託者に対して書面により通知し必要な期間、業務の全部または一部の実施について

一時中止を命じることができるものとする。この場合において受託者は、業務箇所を

直接保全しなければならない。 

  （１）災害等により業務実施箇所が変動し、業務の実施続行が不適当と認めた場合 

  （２）第三者、受託者、巡視員及び業務担当員等が安全のため必要と認めた場合 

  （３）受託者が契約図書に違反し、又は、業務担当員等の指示に従わない場合 

  （４）前各号に掲げるもののほか、業務担当員等が必要と認めた場合 

 

 ７ 貸与機械等 

  （１）受託者は、本町から貸与機械等の提供を受けた場合は、善良な管理者として注

意をもって保管しなければならない。 

  （２）受託者は、貸与機械等の返還が完了するまで、機械の破損に対する責任を免れ

ることはできない。 

  

 ８ 業務担当員等による確認及び立会等 

  （１）業務担当員等は、業務が設計書及び設計図どおりに行われているかを確認する

ため、必要に応じ業務実施箇所等に立会い、又は、資料の請求ができるものとし、

受託者はこれに協力しなければならない。 

  （２）業務担当員による確認には、受託者が臨場するものとし、調査等に十分な機会

を提供するものとする。 

 

 ９ 業務完了・完了検査 

  （１）受託者は、契約書の規定に基づき、業務完了した場合は、業務完了届けを業務

担当員に速やかに提出しなければならない。 

  （２）業務完了届けを業務担当員に提出する際は、次の各号に掲げる要件を満たさな

ければならない。 

    ア 設計図書に示される全ての業務が完了していること。 

    イ 設計図書により義務付けられた業務記録写真及び各種資料が整備されている
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こと。 

  （３）業務完了検査は、次のとおり実施すること。 

    ア 業務担当員は、業務完了検査に先立って、受託者に対して検査日を通知する

こと。 

    イ 検査は、業務担当員及び受託者の臨場のうえ、書類及び写真、必要に応じて

現地検査を行うこと。 

    ウ 検査員が業務の再実施が必要と認めた場合は、受託者に対して、期限を定め

て再実施の指示を行うことができ、受託者は、これに従わなければならない。 

    エ 当該検査に必要な費用は、受託者の負担とする。 

 

 １０ 業務実施管理 

  （１）受託者は、業務実施計画書に示される手順にしたがって業務を実施し、その管

理を行わなければならない。 

  （２）受託者は、契約図書に適合するよう除雪委託業務を実施するために、自らの責

任において実施管理体制を確立しなければならない。 

  （３）受託者は、この除排雪業務仕様書の除排雪作業施工管理基準（以下「基準」と

いう。）により、業務実施管理を行い、その記録及び関係書類等を受託者の責任と

費用により直ちに作成、保管し業務担当員の請求があった場合は、直ちに提示す

るとともに、検査時に提出しなければならない。 

 

 １１ 履行報告 

   受託者は、除排雪業務履行状況を別に定める日報等の様式により作成し、業務担当

員に提出しなければならない。 

 

 １２ 使用人等の管理 

  （１）受託者は、使用人等（再受託者、又は、その代理人、もしくはその使用人、そ

の他これに準ずる者を含む。）の雇用条件、賃金の支払い状況等を十分に把握し、

適正な労働条件を確保しなければならない。 

  （２）委託者は、使用人等に適時、安全対策、環境対策、衛生対策及び地域住民に対

する対応などの指導及び教育を行うとともに、業務が適正に遂行されるよう管理

及び監督をしなければならない。 

  （３）運転者の資格、道路除雪作業に使用する機械は、ほとんどが道路交通法によっ

て運転免許が必要である。また、建設業法による建設機械施工技士及び労働安全

衛生規則に基づく車両系建設機械運転技能講習終了の資格を保有していることが

必要である。 

 

 １３ 業務実施中の安全管理 

  （１）受託者は、常に業務実施に当たり安全に留意し、災害の防止を図らなければな
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らい。 

  （２）受託者は、業務に使用する除雪機械の選定及び使用について、設計図書により

指定されている場合には、これに適合した除雪機械を使用しなければならない。

だだし、より条件に合った機械がある場合には、業務担当員の承諾を得てそれを

使用しなければならい。 

  （３）受託者は、業務期間中における安全の確保をすべてに優先させ、労働安全衛生

関連法令等に基づく措置を常に講じておかなければならない。特に重機械の運転

については、関係法令に基づいて適切な措置を講じなければならない。 

 

 １４ 事故報告 

    受託者は、業務実施中に事故が発生した場合は、直ちに業務担当員等に通知する

とともに、事故報告書を速やかに提出しなければならない。 

 

 １５ 安全管理 

  （１）安全運転管理 

    ア 受託者は、交通の安全について業務担当員、道路管理者及び所轄警察署と打

合せを行い、安全対策を講じなければならない。 

    イ 事故の防止については、細心の注意を払い、業務の従事者にあっては関係法

令の遵守はもとより、道路運送法に基づく整備管理者、道路交通法に基づく安

全運転管理者を配置し、車両運行の管理体制を整え安全な運転の確保に努めな

ければならない。 

    ウ 受託者は、運転に対して、安全運転講習会の実施、安全運転意識の向上につ

いて十分留意するとともに、その浸透を図らなければならない。 

  （２）交通規制 

    ア 受託者は、交通規制を行う場合には、その区間を最小限にし、常に円滑で安

全な交通の確保に努めなければならない。 

    イ 受託者は、通行禁止を行う場合には、原則として迂回路を指定しなければな

らない。なお、通行禁止とした区間であっても、区域内の住居者のために必要

と認められる交通は維持するととともに、火災その他の急を要する事態の発生

に対し、直ちに対処できるよう措置しておかなければならない。 

  （３）児童等の安全対策 

    ア 受託者は、業務実施箇所等に児童に関わる施設がある場合は、その施設に依

頼して児童に注意を喚起しなければならない。 

    イ 受託者は、児童、老人及び身体障がい者が通行しているときは特に注意し、

安全の確保を図らなければならない。 

 

 １６ 諸法令の遵守 

  （１）受託者は、当該業務に関する諸法令及び諸法規を遵守し、業務の円滑な進捗を
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図らなければならない。 

  （２）諸法令、諸法規の適用及び運用は、受託者の責任と費用負担において行わなけ

ればならない。 

  （３）受託者は、電波法令を遵守し違法無線局を搭載した車両を使用してはならない。 

 

 １７ 官公庁への手続等 

  （１）受託者は、業務期間中、関係官公庁及びその他の関係機関との連絡を保たなけ

ればならない。 

  （２）受託者は、業務実施に当たり関係官公庁その他関係機関への届出等を受託者の

責任と費用負担により、法令、条例及び設計図書の定めにより実施しなければな

らない。ただし、これによることが困難な場合は業務担当員の指示を受けなけれ

ばならない。 

  （３）受託者は、必要に応じ、業務実施前に地域住民に対し業務内容について説明を

し、業務が円滑かつ安全に遂行できるよう努めなければならない。 

  （４）除雪作業車については、公安委員会に対し道路交通法施行令第１４条の２第１

号の規定に基づく「道路維持作業用自動車」としての届出を行い、その確認を受

けなければならない。 

 

 １８ 提出書類 

    受託者は、提出書類を契約、設計図書及び諸規定に示す様式に基づいて、指定の

期日までに業務担当員に提出しなければならない。また、これに定めのない事項に

ついては、業務担当員の指示する様式によるものとする。 

 

 １９ その他 

    除雪機械は、可能な限り運行記録計を装備し、適正な運行管理に努めること。 

 

第２節 除雪基地 

 １ 目 的 

   除雪基地は、業務を受託者した代表者の事務室に設置し、業務の現場事務所として

除雪作業に係る町との連絡調整、町民からの要望の対応、地域内の除雪に関する総括

を行うことを目的に設置しなければならない。 

 

 ２ 除雪基地の運営と管理 

  （１）除雪基地の運営は、業務の受託者が行わなければならない。 

  （２）除雪基地の組織 

    ア 除雪基地には責任者１名を配置しなければならない。 

    イ 除雪巡視員を配置しなければならない。除雪巡視員は現地状況に精通し、業
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務にあっては責任者と同等で、交通誘導の運転員を兼ねてはならない。 

    ウ 除雪作業は、グループを構成し、調整を図る担当者を定めなければならない。 

  （３）除雪基地の管理者は、防火の徹底、盗難防止、整理整頓に努めなければならな

い。 

     

 ３ 除雪基地の役割 

  （１）除雪基地の役割 

     除雪基地は、現場事務所として、業務に関する総合管理及び町民からの問い合

わせ、要望、苦情等の対応を行わなければならない。 

  （２）責任者の役割 

     除雪基地の運営及び管理に関する責任を負わなければならない。 

  （３）除雪巡視員の役割 

     除雪巡視員は、受託地域内における道路状況の把握、除雪作業の点検、町民か

らの問い合わせ等の対応を行わなければならない。 

  （４）除雪基地の標準的な業務 

    ア 業務実施計画の作成 

    イ 毎日の気象、降雪情報の記録 

    ウ 除雪作業に係る企業体構成員への指示、連絡 

    エ 町民からの問い合わせの対応 

    オ 除雪巡視員の巡回による道路状況の情報収集 

    カ 除雪作業、問い合わせ等の整理（除雪日報、苦情、要望等の取りまとめ） 

    キ 本町（環境土木課道路公園管理係）との協議、報告及び連絡 

    ク 除雪業務出来高管理「以下「出来高管理」という。」の取りまとめ 

 

 ４ 除雪作業計画 

  （１）除雪基地では、天気予報、アメダスなどにより配信された気象情報等を、除雪

作業計画に有効活用しなければならない。 

  （２）除雪作業計画は、本町が策定する。業務受託者は、業務の設計書の内容を掌握

しなければならない。 

  （３）除雪作業計画は、除雪計画を具体的に実施するもので、作業項目における標準

的な項目は次のとおりとする。 

    ア 「車道除雪」 道路の幅員による配置、除雪経路の立案、連携 

    イ 「歩道除雪」 歩道の幅員による除雪方法、除雪経路の立案、連携 

    ウ 「路線排雪・交差点排雪」 道路幅員及び積雪状況による機種の配置、作業

実施時期、運搬経路、他の除雪作業、連携 

    エ 「その他」 作業の順序、作業実施時期、他の除雪作業、連携 

なお、除雪作業実施計画については、必要に応じて業務担当員と協議を行うこ

と。 
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 ５ 町民対応 

  （１）「接遇」 除雪基地は、除雪に関する町民の問い合わせ等の窓口となることから、

除雪基地内は常に整理整頓に心掛け、町民に不快感を与えないようにしなければ

ならない。 

     また、町民に対する態度、言葉使いに十分に気をつけて、礼を欠くことのない

ように努めなければならない。 

  （２）「問い合わせ・相談の対応」 除雪実施計画に係る問い合わせ、相談は、業務担

当員等と協議のうえ対応するものとする。ただし、問い合わせ内容によっては、

本町が対応することもある。なお、除雪作業に係る問い合わせ、相談は除雪基地

の対応とするものとする。 

  （３）「苦情の対応」 除雪に関する苦情は、その内容、時刻、多種多様であるが、最

初の対応が肝要となる場合が多い。従って、除雪基地は、苦情対応の最初の窓口

であることから、状況によっては除雪巡視員と連絡を取るなどし、現場を調査す

るなど苦情内容を把握し、適切な対応に努めなければならない。 

  （４）「報告事項」 問い合わせ、相談及び苦情において、業務担当員等と協議または

対応が必要な場合は、電話等により報告するものとする。また、業務担当員等が

在庁してない場合は、ＦＡＸ等により内容を送付するとともに後日確認の連絡を

行わなければならない。 

 

 ６ 本町への報告事項 

  （１）除雪基地の運営、管理及び業務の履行に関し、本町へ報告しなければならない

事項は次のとおりとする。 

    ア 業務の構成に関すること。 

    イ 除雪基地の組織に関すること。 

    ウ 業務の構成員の通常の連絡体制に関すること。 

    エ 緊急時における連絡体制に関すること。 

    オ 除雪の作業分担に関すること。 

    カ 除雪作業計画及び施工に関すること。 

    キ 苦情等受付処理簿に関すること。 

    ク その他、業務担当員が必要と定めること。 

  （２）業務履行上の事務手続は、受託した業務を履行するうえで必要な届出書、報告

書等は仕様書に基づき速やかに業務担当員へ提出しなければならない。 

 

 ７ 事故・緊急時 

   事故・緊急事態が発生した場合は、速やかに業務担当員等に報告するものとするが、

業務担当員等が在庁していない場合は、環境土木課道路公園管理係長へ報告を行うこ

と。 
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   ア 業務実施中に人身事故が発生した場合 

   イ 除雪作業の不備による管理瑕疵が発生した場合 

   ウ 大規模な交通事故及び屋根からの落雪等で交通障害が発生した場合 

   エ 地吹雪等による交通傷害が発生した場合 

   オ その他、除雪基地の責任者が必要と認めた場合 

 

第３節 車道除雪 

 １ 作業内容 

   車道除雪とは、除雪機械により道路路面に降り積もった雪を路側部へ排除及び路側

部へ氷塊を除去する作業をいい、この作業種別は次のとおりとなる。 

 （１）「新雪除雪」 降雪、積雪は気象条件、立地条件によって複雑に変化するが、一般

的には降雪がある一定の強度以上で一定時間以上続くと積雪状態となり、時間の経

過とともに圧雪状態となる。また、風向や風力によっては、降雪強度、降雪時間に

関係なく特定箇所に吹溜りが発生する場合もある。「新雪除雪」は、降雪、積雪後の

最初に実施する。 

 （２）「路面整正」 圧雪状態となった雪は、その後の降雪、車両の通行、気温の変化に

よる凍結、融解の繰り返しにより、状況は様々に変化して、場合によってはわだち、

凍結路面が発生して交通の傷害となる。「路面整正」は、これらの交通障害となる車

道の圧雪部を切削し、路面の平坦性を確保する。 

 （３）「拡幅除雪」 降雪量、積雪量の増加、「新雪除雪」「路面整正」では、除雪した雪

氷を道路側帯へ堆積するため、道路の有効幅員は除々に狭くなって交通の障害の原

因となり、その後の除雪作業の支障となります。「拡幅除雪」は、これら道路側帯部

の雪堤を積上げ、拡幅して有効幅員を確保する。 

 （４）「吹込み除雪」 強風により車道や歩道の幅員が狭くなった場合、拡幅し交通の確

保を行う。 

 （５）「段切り除雪」 車道側帯の雪堤を除去し、その後の除雪作業を円滑に行うため実

施する。 

 

 ２ 作業実施の留意事項 

 （１）除雪作業車は、必ず助手（除く、除雪グレーダ・除雪ドーザ（タイヤショベル）・

小型ロータリ除雪車等）を配置し、当該作業車の安全確認及び誘導に従事させなけ

ればならい。 

 （２）除雪作業路線で、駐車等のためやむを得ず作業ができなかった箇所については、

速やかに業務担当員等に報告し、その指示に従わなければならない。 

 （３）除雪作業に当たっては、通行車両、通行人等の安全に十分注意を払わなければな

らない。 

 （４）横断歩道の渡り部分の除雪は、歩道除雪と連携を図り段差、不陸をなくし歩行者
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の安全な通行を確保しなければならない。 

 （５）本町から特に指示がない限り、民地及び公園に雪や雪氷を押し込ではならない。 

 （６）往復による除雪を基本とし、極端な片寄せをしてはならない。 

 （７）除雪機械は、タイヤチェーンかスパイクタイヤの装着に努めなければならない。 

 （８）交差点の最終の雪処理は、後から交差点に入った除雪機械が行わなければならな

い。 

 （９）路線バス停車帯も施工しなければならない。 

 （１０）交差点では、巻込み作業を行い、段差等の不陸をなくして車両通行の支障にな

らないように施工しなければならない。 

 （１１）除雪作業車の後部には、表示板を装着しなければならない。なお、当該作業車

を本町業務以外の作業に使用するときは、表示板を除去するか、覆いを行い誤解を

招かないようにしなければならない。また、貸与車両については、本町業務以外に

使用してはならない。（縦２５㎝、横３５㎝） 

 

                             ○板 の 色  白 

                             ○文字の色  赤 

 

 

 

 

 （１２）作業に係る施工基準及び管理基準については、基準によらなければならない。 

 

 ３ 除 雪 

 （１）出動基準 

    積雪はその時の雪質、気温等にもよるが、一般に積雪深５センチメートルから６

センチメートルになると車両の走行速度が低下し、２０センチメートルを超えると

走行が困難になるため、次のような場合は出動します。なお、出動は業務担当員と

協議しなければならない。 

   ア ほぼ連続した降雪で、積雪深１０センチメートルから１５センチメートルを超

え、又は、超えると予想される場合 

   イ ほぼ連続した降雪で積雪深が１０センチメートルに満たなくても、除雪作業が

必要と予想される場合 

   ウ 交通量が多く、圧雪による交通障害の発生が予想される場合 

   エ 風雪や地吹雪等による吹溜りの発生が予想される場合 

 （２）作業方法 

   ア 「除雪トラックによる除雪」 前面プラウと除雪ブレードを同時に使用するこ

と。（除雪トラックのブレードの刃は櫛刃を原則とする。） 

   イ 「除雪グレーダによる除雪」 視界が広く、雪質によってブレードの推進角度

芽室町章 

芽室町委託車 

１ 
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を変え、最も雪の流動の良い点を選ぶことが可能で、ブレードの横送り押付力を

変えることができるため、市街地での作業に適している。ブレードの切削角度は、

雪質が硬くなるにつて大きくなる。なお、雪の飛び出しはブレード推進角度によ

っても変わるので的確な位置を把握して作業をしなければならない。（除雪グレー

ダのブレードの刃は櫛刃を原則とする。） 

   ウ 「除雪ドーザ（タイヤショベル）による除雪」 生活道路等の幅員の狭い道路

の場合は、除雪ドーザ（タイヤショベル）に汎用プラウ等を取付け、除雪を行う

ことが適している。 

 （３）除雪作業時の留意事項 

   ア 降雪や強風により視界に限界が生じたときは、作業を停止または中止すること。 

   イ 路上駐車がある路線で作業をするときは、速やかに徐行し、ハンドル操作に注

意しながら物損事故等のないようにすること。 

 （４）作業基準 

    除雪作業は、除排雪作業施工管理基準「以下（基準）という。」に基づき幅員、圧

雪厚を遵守し作業を行う。ただし、次の場合は業務担当員等と協議しなければなら

ない。 

   ア 大雪及び災害時等の場合 

   イ 雪堤が高く雪の置場がない場合 

（５）出来高管理 

   ア 基準に基づき、出来高管理を行うこと。 

   イ 測定した値を測定表に記録して適正な管理を行うとともに、測定表及び写真を

業務担当員に提出すること。 

   ウ 測定の頻度は、基準による。 

 （６）作業報告・確認 

   ア 出動時、作業完了時に電話等で報告を行うこと。 

   イ 出動完了後、除雪巡回を行い基準に適合しているか、確認を行うこと。 

   ウ 除雪業務日報、車両運転日報の整理を行うこと。なお、路上駐車、機械の故障

等により除雪作業ができなかった路線は、業務担当員等に報告を行わなければな

らない。 

 

 ４ 路面整正 

 （１）目 的 

    路面上の積雪は、新雪除雪で全て取り除かれることが望ましが、機械の能力、機

械台数の制約、降雪の状況及び降雪時間などによって、雪を取り除くことが困難な

状況である。このため、路面に残された雪は通行車両等によって圧雪され、日中の

気温上昇や車両の通行による雪解け、夜間には再び凍結し、わだち掘れ、凍結路面

となり交通障害を発生させることから、これら圧雪部、わだち、氷盤を削り路側帯

や路外に除去することを目的として行う。 
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 （２）出動基準 

    わだちや氷盤は、気象条件だけでなく、交通量、道路構造により発生する区間、

時期により状況が一定になりません。このことから、路線の重要性を考慮したうえ

で、次のような場合に出動する。なお、出動は業務担当員と協議すること。 

   ア 新雪除雪の作業実施後、降雪により路面に圧雪部が厚く残った場合 

   イ 新雪除雪の出動基準に達しない降雪で、路面の圧雪部が厚くなった場合 

   ウ 昼夜の気温差が大きく凍結、融解が繰り返され路面が荒れている場合 

   エ 気温の急激な上昇や降雨により路面が荒れている場合 

 （３）作業実施の留意事項 

   ア 路面整正は、新雪除雪に比べて機械に掛かる負担も大きく作業効率も落ちるこ

とから、通行車両も考慮して作業経路を定めて行うこと。 

   イ 圧雪が重なり、その下層が軟弱な恐れのあるときは、一時に深く削ると弊害を

起こしやすいので除々に行うこと。 

   ウ 路上の障害物には十分注意すること。 

   エ 交差点、カーブ、踏切の路面は荒れやすいことから、路面整正の作業には特に

注意を払うこと。 

   オ 路面整正は、除雪ドーザ（タイヤショベル）等を配置し間口、交差点、横断歩

道部の雪氷処理を行うこと。なお、すでに除雪されている路線との段差緩和を図

ること。 

 （４）作業方法 

   ア 除雪グレーダ及びトラックグレーダによる路面整正が一般的かつ効率的で、圧

雪の処理の処理時間は非常に短い時間帯に限定されることから、効率的な方法で

舗装面に損傷を与えないように処理するものとする。なお、前輪が浮くほどの切

り込みを行うと思わぬ方向に車体が流れ、通行車両、通行者、建造物に損傷を与

える恐れがあることから慎重な作業を行うこと。 

   イ 除雪グレーダと複数の除雪車が前後する作業では、先行車から道路中央部を整

正し、路面側部方向に雪を寄せ、後方車が路側部雪堤に寄せること。 

 （５）作業基準 

    路面整正作業は、基準に基づき幅員、切削後の圧雪厚となる作業を行うこと。 

   ア 大雪及び災害時等の場合 

   イ 雪堤が高く雪の置場がない場合 

 （６）出来高管理 

   ア 基準に基づき、出来高管理を行うこと。 

   イ 作業箇所図、測定表及び作業写真を業務担当員に提出すること。 

   ウ 測定の頻度は、基準によること。 

 （７）作業報告・確認 

   ア 出動時、作業完了時における電話等での報告を行うこと。 

   イ 出動完了後、除雪巡回を行い基準に適合しているか、確認を行うこと。 
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   ウ 除雪業務日報、車両運転日報の整理を行うこと。なお、路上駐車、機械の故障

等により除雪作業ができなかった路線は、業務担当員等に報告を行うこと。 

 

５ 拡幅除雪 

  （１）目 的 

     新雪除雪や路面整正により、路肩部の雪堤は除々に大きくなり走行幅員を狭め、

交通障害、その後の新雪除雪や路面整正の障害となる。このため、拡幅除雪は、

これらの障害となる雪堤をそれぞれの状況に適合した除雪機械で拡幅し、車道の

走行幅員を確保することを目的とする。 

  （２）出動基準 

     次のような場合を目安として作業を実施する。特に通学路については、路線の

雪堤や車両の通行状況等の除雪巡回を常に行い、安全確保に万全を期すこと。な

お、実施にあっては事前の業務担当員等と協議すること。 

    ア 走行幅員が狭くなり、交通確保が困難になる場合 

    イ 次回の新雪除雪作業に支障がある場合 

    ウ 基準による管理幅が確保されなくなった場合 

  （３）作業実施の留意事項 

    ア 歩行者や通行車両に注意すること。また、歩道除雪を行っている路線では歩

道に雪が入らないように注意すること。 

    イ 拡幅除雪は雪質が重くなるため、作業に当たっては、スノーポール、防護柵、

電柱、電話ボックス、街路樹及び標識に損傷を与えないよう注意して実施しな

ければならない。また、雪堤が大きくなると雪が圧縮され、密度も大きくなり、

機械に相当の負担が掛かることから、横滑りに十分注意しなければならない。 

    ウ 排雪計画路線の拡幅除雪の実施に当たっては、排雪計画の時期を確認して作

業を行うこと。 

    エ 出動する際には事前に、日時、路線名、区間などについて業務担当員等と打

合せ作業を行うこと。 

    オ すでに確保されている間口や横断歩道部に雪氷の積み上げを行わないこと。 

    カ 拡幅部分の整正を行い、車両通行に支障がないようにすること。 

    キ 必ず助手等を配置し、作業の安全確認及び誘導に従事させなければならない。 

  （４）作業方法 

     拡幅除雪は、ロータリ除雪車によって吹き飛ばす投雪工法、除雪ドーザ（タイ

ヤショベル）で積み上げる積上工法などにより、交通量、雪堤の高さ・幅、沿道

施設の密集度及び歩道除雪の有無に応じて適切に行うこと。なお、拡幅除雪は、

雪堤に直接切り込んでいく作業となるため、歩行者に注意することはもちろん、

道路施設や占用物件等を破損することのないよう注意すること。 

  （５）作業基準 

     拡幅除雪作業は、基準に基づき走行幅員の確保を目的とした作業となる。ただ
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し、次の場合は、業務担当員等と協議を行うこと。 

    ア 大雪及び災害時等の場合 

    イ 雪堤が高く雪を積み上げる場所がない場合 

  （６）出来高管理 

    ア 基準に基づき、出来高管理を行うこと。 

    イ 作業箇所、測定表及び作業写真を業務担当員に提出すること。 

    ウ 測定の頻度は、基準によること。 

  （７）作業報告・確認 

    ア 出動時、作業完了時における電話等での報告を行うこと。 

    イ 出動完了後、除雪巡回を行い基準に適合しているか、確認を行うこと。 

    ウ 除雪業務日報、車両運転日報等の整理を行うこと。 

 

６ 吹込み除雪 

  （１）目 的 

     吹雪により、走行幅員や歩道幅員が狭められた場合、状況に適合した除雪機械

により拡幅し、交通の確保を図る。 

  （２）出動基準 

     次のような場合を目安に作業を実施すること。特に、バス路線や通学路につい

ては、気象情報を基に道路状況の把握に努めるとともに、実施に当たっては、事

前に業務担当員と協議を行うこと。 

    ア 走行車線が狭く、埋まって通行確保が困難になった場合 

    イ 歩道幅員が狭く、歩行確保が困難になった場合 

  （３）作業実施の留意事項 

    ア 視界が悪い吹雪時の作業となるため、歩行者や通行車両に注意すること。 

    イ 吹込みにより視界不良が生じた場合は、作業を一時中断し、継続について業

務担当員等の指示を仰ぐこと。 

    ウ 助手等を配置し、作業の安全確認及び誘導に従事させなければならない。 

  （４）作業方法 

     吹込みの状況に応じ、ロータリ除雪車によって吹き飛ばす工法、除雪ドーザ（タ

イヤショベル）で積み上げる工法により、交通量、道路状況に適した機種を配置

した作業を行うこと。 

  （５）作業基準 

     吹込み除雪は、基準に基づき既除雪幅員を確保すること。ただし、次の場合は

業務担当員と協議すること。 

    ア 大雪、災害時等の場合 

    イ 雪堤が高く、雪を積み上げる場所がない場合 

  （６）出来高管理 

    ア 基準に基づき、出来高管理を行うこと。 
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    イ 作業箇所図、作業写真を業務担当員に提出すること。 

  （７）作業報告・確認 

    ア 出勤時、作業完了時は電話等で報告を行うこと。 

    イ 出動完了後、除雪巡回を行い基準に適合しているか、確認を行うこと。 

    ウ 除雪業務日報、車両運転日報等の整理を行うこと。 

 

７ 段切り除雪 

 （１）目 的 

     新雪除雪を繰り返すことで、車道路肩部の雪堤は除々に大きくなり、その後の

除雪の障害、吹雪の際に大量の吹溜まりが発生する要因となる。段切り除雪は、

この雪堤を状況に適した除雪機械で崩し、その後の除雪作業を円滑に実施するこ

とを目的とする。 

  （２）出動基準 

     市街地について、次の場合を目安として作業を実施すること。なお、実施に当

たっては、事前に業務担当員等と協議を行うこと。 

    ア 次回の除雪作業に支障がある場合 

    イ 吹雪により、吹溜まりの発生が予想される場合 

  （３）作業実施の留意事項 

    ア 除雪作業には、助手等を配置し、歩行者や通行車両に注意すること。 

    イ 作業に当たっては、スノーポール、電柱、植樹帯、標識等に損傷を与えない

ように実施しなければならない。 

    ウ 出動する前に、実施路線や区間等について、業務担当員等と打合せを行うこ

と。 

    エ すでに除雪されている交差点や住宅間口に雪が入らないようにすること。 

    オ 段切り除雪後に、交通に支障をきたす、雪塊や崩れがないか点検すること。 

  （４）作業方法 

     段切り除雪は、サイドウイング付き除雪グレーダ、サイドウイング付き除雪専

用車で施行すること。なお、雪堤に直接切込んでいく作業となるため、歩行者や

通行車両に注意するとともに、道路施設等を破損することのないよう特に注意す

ること。 

  （５）作業基準 

     段切り除雪は、基準に基づき作業を行うこと。 

  （６）出来高管理 

    ア 基準に基づき、出来高管理を行うこと。 

    イ 作業箇所図、作業写真を業務担当員に提出すること。 

  （７）作業報告・確認 

    ア 出動時、作業完了時に電話等で報告を行うこと。 

    イ 出動完了後、除雪巡回を行い基準に適合しているか、確認を行うこと。 
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    ウ 除雪業務月報、車両運転日報等の整理を行うこと。 

 

８ 安全管理 

   除雪作業は夏期の道路工事と異なり、積雪、寒冷期という過酷な気象条件の中で車

両や歩行者が通行している道路において、大型、特殊な除雪機械を使用して行われる。

更に、大半の作業が早朝や降雪時に行われるため、除雪作業に従事する者は、自己の

健康管理、現場管理、除雪機械管理、その他の安全管理には細心かつ万全の体制で取

り組むこと。 

 

  （１）除雪作業の従事者の健康管理 

    ア 除雪作業は、過酷な作業条件下で行われるため、除雪作業の従事者の健康管

理に十分留意すること。 

    イ 事業主は、従事者に対して、日頃の健康管理を十分に行い、特に除雪シーズ

ン前には、集団健康検診を受診させるなど、各人の健康状態を把握しておくこ

と。 

    ウ 従事者は、進んで健康検診を受診して、自己の健康状態を把握するとともに、

日頃から健康管理には十分注意して何らかの異常を感じた場合は、責任者に申

し出て指示を受けること。 

    エ 降雪、積雪状況によっては、長時間の連続作業となる場合もあることから、

過労作業とならないように適宜、交替要員を配置すること。 

  （２）除雪作業における安全管理 

    ア 除雪作業に当たっては、道路交通法、道路運送車両法等の関係法令の遵守は

もとより、事前に各法令で定められた除雪作業に必要な許可、届出等の手続き

を確実に行い、日頃から安全作業管理体制を整え事故防止に万全を期すること。 

    イ 服 装 

     １）除雪作業の従事者の服装は活動的で、なおかつ防寒性に優れたもので、視

認性の良い色とすること。 

     ２）夜間に野外で作業をする場合は、夜光反射付きの保護服を着用すること。 

     ３）除雪作業中は足場も悪く、凍結によって路面や除雪機械も滑りやすくなっ

ているため、作業靴は滑り止め付きの防寒靴を用いること。 

    ウ 除雪作業中の通行車両、歩行者及び除雪作業の従事者に対する安全確保 

     １）除雪路線については、除雪前に十分な除雪巡回を行い、除雪経路、支障物

件、除雪の注意箇所等を事前に把握しておくこと。 

     ２）除雪機械には、必ず助手等を配置し、除雪作業時の安全確保を行うこと。

車両の後退や見通しが悪い箇所での作業では、助手等は除雪機械を降りて歩

行者等の安全を確保した後でなければ作業を行ってはならない。誘導用具は

呼笛、信号灯、赤旗、警報装置、無線機類等を使用すること。特に夜間作業

においては、努めて信号灯を使用すること。 



21 

 

     ３）除雪作業は、一般道での作業となるため、路線全体の交通量の流れを極力

阻害することのないよう心掛け、絶対に無理、無謀な除雪作業を行ってはな

らない。 

     ４）除雪機械は、回転灯（黄色）を装着し、除雪作業中はこれを点灯して、歩

行者及び通行車両等に除雪作業中であることを明示すること。ただし、除雪

作業以外の回送等の場合には、回転灯を点灯してはならない。 

     ５）除雪機械は、雪を道路から路肩側へ押し付ける方法で作業を行うため、歩

行者に危害を与えることや沿道施設に損傷を与えることのないように、除雪

機械幅だけでなく押しのけた雪の行き先も十分考慮して作業を行うこと。 

     ６）除雪作業に伴って、交通規制が必要な場合は、事前に所轄の警察署、道路

管理者と十分に協議して許可を得ること。 

     ７）車道中心部の除雪作業を行う場合は、対向車に十分注意すること。 

     ８）除雪作業中に降雪が激しくなった場合、地吹雪で視界が悪い場合は、除雪

作業を一時中断すること。 

     ９）除雪グレーダや除雪トラック等の除雪機械は、プラウやブレードに過大に

負荷を掛けると横滑りを起こすため、積雪量、雪質、切削量、通行車両等に

十分注意すること。 

     １０）除雪グレーダや除雪トラック等の大型の除雪車は、内輪差が大きいため、

特に左折時は助手等が歩行者等の確認を確実に行い、巻き込み事故に十分注

意すること。 

     １１）ロータリ除雪車は、シュートからの雪によって歩行者に危害を加えるこ

とや、沿道施設を破損させることのないように、シュート操作には十分注意

すること。また、雪堤中に異物が混入している場合は、雪と違った方向に飛

び散ることがあるので注意すること。 

     １２）シャーピン交換、ブロア・シュートの雪詰まり処理は、必ずエンジンを

停止して行うこと。 

     １３）小型ロータリ除雪車は、重心位置が高く、圧雪部や路肩部の軟弱な部分

にタイヤが乗ると横転しやすいので注意すること。 

  （３）除雪機械の保守点検 

    ア 点検・整備 

     １）除雪作業を効率的かつ安全に行うためには、除雪機械がその作業性能を十

分に発揮できるよう、常に良好な状態に維持しておく必要がある。そのため

には関係法令に定められた点検、整備はもちろんのこと、常日頃から定期的、

計画的に除雪機械の保守点検を行うこと。 

     ２）除雪作業の出動前には、除雪装置や照明類等の始業点検を必ず行うこと。 

     ３）除雪作業中に、機械が故障し作業の継続ができない場合は、除雪基地に連

絡し、指示を受けること。 

     ４）除雪作業の終了後、除雪装置や車体等に付着した雪氷の除去を行うこと。
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なお、この際、除雪装置や車体等の異常の有無を点検すること。 

    イ 修理体制の確立 

     １）除雪作業中の故障は、除雪作業及び交通確保に大きな支障となるため、常

日頃から最寄りの整備工場やメーカー等と連絡を密にして、年末年始、休日

夜間においても迅速な修理対応が可能な体制づくりを行うこと。更に、最悪

の場合を想定した応援体制を作ること。 

     ２）除雪センター及び除雪機械には、法令で規定されている保安用具のほか、

故障時の応急措置や軽微な修理が可能な工具類、部品等を常備しておくこと。 

  （４）事故発生原因と防止対策 

    ア 発生原因 

     １）除雪作業の従事者の不注意によるもの。 

     ２）除雪機械の運転手と助手等との連帯不足や、誤った誘導方法によるもの。 

     ３）長時間労働等、除雪従事者の肉体的、精神的疲労によるもの。 

     ４）除雪機械の点検・整備不良によるもの。 

     ５）その他、不可抗力によるもの。 

    イ 防止対策 

     １）事故防止は、不可抗力によるものを除いては、安全管理に必要な措置や対

応策を忠実に実施することによって、その大半を未然に防止することが可能

である。従って、除雪作業に携わる者が、常日頃の小さな注意や点検等の積

み重ねが除雪作業全体の安全と、事故防止に繋がっているという心構えを持

たなければならない。 

     ２）除雪期間中はもちろんのこと、常日頃から安全管理に関しての講習会、勉

強会等を職場内で積極的に行い安全に対する意識の向上を図ること。 

 

第４節 路線排雪 

１ 作業内容 

   バス路線や通学路など交通量の多い路線では、除雪作業が繰り返されると路肩部の

雪堤が成長して歩道や車道が狭くなり、歩行困難や交通渋滞が発生する。 

   運搬排雪は、ロータリ除雪車、除雪グレーダ、除雪専用車、ダンプトラック、除雪

ドーザ（タイヤショベル）などのセット編成により、路肩部の雪堤を雪捨場へ運搬す

ることによって、歩道や車道の幅員を確保するとともに、次回の降雪に備えて堆雪ス

ペースを確保することを目的に実施する。 

   排雪作業は、次のように区分される。これらの排雪作業は、業務の設計書に組み込

まれた区分による。又は、業務担当員等の指示により実施するものとする。 

  （１）カット排雪 

     堆積された車道部を切り込んで運搬し、幅員を確保する作業をいう。 

  （２）全排雪 
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     車道部及び歩道部の雪山を運搬し、車道及び歩道の幅員を同時に確保する作業

をいう。 

 

２ 作業実施の留意事項 

  （１）出動基準 

     出動に当たっては、排雪計画路線の雪堤の状況、歩行者及び車両の通行状況等

を総合的な判断により実施するものとする。なお、実施にあっては、事前に業務

担当員等と協議を行うこと。 

  （２）作業基準 

     路線排雪は、基準による。 

  （３）作業方法 

    ア 排雪作業の実施にあっては、事前に交通規制や雪捨場の搬入計画など本町で

調整を行うので業務担当員と日程の打合せをしなければならない。 

    イ 排雪作業の実施に当たっては、事前に排雪作業の安全対策等について打合せ

をしなければならない。 

    ウ 排雪作業の実施時間は、状況による。業務担当員と連絡を密にすること。 

    エ 排雪作業は、全面交通規制により実施するものであるが、その範囲は最小限

に止めて迂回路を確保するものとする。また、沿線住民の車両、緊急車両、路

線バス、コミバス、幼稚園（保育所）バスの交通は排雪作業中にあっても確保

するものとする。 

    オ カット排雪の場合、切り込み幅は縁石までとし、雪堤高は１ｍまでの頭落し

をし、併せて、交差点の雪山除去を行うこと。また、切り込み幅まで残雪処理

をすること。残雪は縁石に寄せるものとする。 

    カ 全排雪の場合は、車道及び歩道の全面排雪とし残雪処理を合わせて実施する

こととし、残雪は縁石に寄せるものとする。 

     歩道の雪出しは、植樹帯や道路の附帯工作物等を損傷しないよう、機械で施工

ができる最大限の範囲で行うこと。 

    キ 事前に作業路線の点検を行い、損傷の恐れのある街路樹や道路の付帯工作物

等にスノーポールを設置すること。 

  （４）出来高管理 

    ア 基準に基づき、出来高管理を行うこと。 

    イ 作業箇所図、測定表及び作業写真を業務担当員に提出すること。 

    ウ 測定の頻度は、基準による。 

  （５）作業報告・確認 

    ア 出動時は、作業完了時に電話で報告すること。 

    イ 作業完了後の除雪巡回を行うこと。基準の確認のほか街路樹、標識、架線等

の異常の有無を確認すること。 

    ウ 業務日報、車両運転日報等の整理を行うこと。 
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第５節 交差点排雪 

１ 作業内容 

   交差点排雪は、車道除雪の実施により交差点部に堆積した雪山を排雪し、見通しを

確保するとともに歩行者の安全及び車両の円滑な走行を確保することを目的とする。 

 

２ 作業実施の留意事項 

  （１）出動基準 

     路線の雪堤状況を除雪巡回して、交差点の見通しが悪く、交通障害の発生や歩

行者の危険、拡幅除雪で積み上げ作業が困難となることが予想される場合は、安

全確保に万全を期さなければならない。なお、実施に当たっては、路線排雪や実

施時期の重複を避けるため、事前に業務担当員等と協議を行わなければならない。 

  （２）作業方法 

    ア 除雪ドーザ（タイヤショベル）によりダンプトラック（１０ｔ級）に積み込

み運搬することを基本とする。 

    イ 交通整理員を配置し、歩行車及び車両の安全な通行を確保すること。 

    ウ 雪山排雪は、交差点の見通しが確保されるまで排雪することとし、支障物が

ない、場合路面まで排雪すること。 

    エ 交差点巻き込み先端部から３０ｍを切り取り幅は縁石まで排雪すること。ま

た、切り取り部分の車両走行に支障がないよう残雪処理及び路面整正を行うこ

と。 

    オ 街路樹、道路付属工作物等を損傷させぬよう注意を払うこと。 

  （３）作業基準 

     交差点排雪は、基準によること。 

  （４）出来高管理 

    ア 基準に基づき、出来高管理を行うこと。 

    イ 作業箇所図、作業写真を業務担当員に提出すること。 

  （５）作業報告・確認 

    ア 出動時、作業完了時に電話等で報告を行うこと。 

    イ 作業完了後、除雪巡回を行い、基準の確認のほか街路樹、標識、架線等の異

常の有無を確認すること。 

    ウ 除雪業務日報、車両運転日報等の整理を行うこと。 

 

３ 安全管理 

   安全管理は、本章第３節の車道除雪及び第４節の歩道除雪に準じて行うこと。ただ

し。これによりがたい場合は、業務担当員等の指示によることとする。 
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第６節 雪捨場整理 

１ 作業内容 

   町が実施する公共排雪作業及び町民が実施する一般排雪作業に伴う雪の搬入場所と

なる雪捨場において、搬入車両の安全な投雪作業の確保や搬入された雪を円滑かつ効

率的に処理することを目的とする。 

 

２ 作業実施の留意事項 

  （１）出動基準 

    ア 降雪があり、雪捨場への搬入が予想される場合 

    イ 町及び町民等が排雪を実施する場合 

    ウ 大量の雪が搬入されることが明らかな場合 

    エ 作業が必要と判断した場合 

  （２）作業基準 

     雪捨場整理は、基準によること。 

  （３）作業方法 

    ア 作業実施前に、占用等の区域確認及び周辺状況について現地調査を行い、必

要に応じ、境界にスノーポール等を設置すること。 

    イ 作業実施前に、業務担当員と作業全般の安全対策について協議を行うものと

する。 

    ウ 雪捨場の投雪方式は、「雪山方式」とし、雪山を押して積み上げる。積み上げ

高さは、業務担当者と協議し決定するものとする。 

    エ 雪捨場で使用する機械は、１５ｔ級以上のブルドーザとし、これ以外の機械

を使用する必要がある場合は、業務担当員と協議を行うこと。 

    オ 効率的かつ効果的な作業に心掛け、機械の稼働は、必要最小限にとどめるこ

と。 

    カ 雪以外の物を搬入しようとする車両を発見した場合は、当該車両を場外へ退

去させなければならない。 

    キ 雪捨場までの搬入路の管理を同時に行うこととし、積雪、不陸、アイスバー

ン等があった場合、必要な措置を行い、搬入車両が、安全で円滑な投雪作業が

できるようにしなければならない。 

  （４）出来高管理 

    ア 基準に基づき、出来高管理を行うこと。 

    イ 作業写真を業務担当員に提出すること。 

  （５）作業報告・確認 

    ア 作業開始時、作業完了時に電話等で報告すること。（休日、祭日で業務担当員

が出勤していない場合は、勤務日に事後報告を行うこと。） 
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    イ 業務日報、車両運転日報等の整理を行うこと。 

    ウ 業務運転日報は、除雪基地で取りまとめ、月毎に集計し業務担当員に報告す

ること。 

 

３ 安全管理 

   場内での作業機械の運転手は、常に安全を確認したうえでなければ機械を動かして

はならない。 

 

第７節 スノーポール設置 

１ 作業内容 

   除雪作業において、道路幅員の変更箇所や道路施設等が積雪により見えなくなる箇

所の表示を目的としてスノーポールを設置する。 

 

 ２ 作業実施の留意事項 

  １）スノーポールの設置箇所については、本町からの指示によるもの以外は、事前の

除雪路線点検により判断すること。  

  ２）スノーポールは、本町より支給を行うので、必要本数を業務担当員へ申し出るこ

と。 

 

 ３ 作業報告 

  １）設置箇所を図面に記入し、業務担当員に提出すること。 

  ２）除雪作業日報の整理を行うこと。 

  ３）設置作業に伴う写真は、基準によること。 

 

第８節 人力除雪 

 １ 作業内容 

   機械による除雪が不可能な箇所は、人力による除雪を行う。 

 

 ２ 作業実施の留意事項 

   作業に当たり歩行者等の安全確保に十分留意すること。 

 

 ３ 作業報告 

  １）除雪作業日報の提出を行うこと。（施工箇所図を添付すること。） 

  ２）作業に伴う写真は、基準による。 
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第３章 基 準 

第１節 基 準 

 この基準は、仕様書に規定する業務の施工管理及び規格値の基準を定めたものである。 

 

 １ 目 的 

   この基準は、業務の施工について、契約図書に定められた期間、除雪作業の出来形

管理及び除排雪作業の目的を達する除排雪作業施工管理基準値の確保を図ることを目

的とする。 

 

 ２ 適 用 

   この基準は、芽室町が発注する業務に適用する。なお、気象条件、施工条件等によ

り、この基準によりがたい場合は、業務担当員の承諾を得て他の方法によることがで

きる。 

 

 ３ 構 成 

   基準は、出来形管理及び写真管理からなる。 

 

 ４ 管理の実施 

  １）施工管理者は、原則として除雪基地の管理者が当たるものとし、当該業務の内容

を把握し適切な施工管理を行わなければならない。 

  ２）受託者は、測定等の結果をその都度逐次、定められた様式に記録し、適切な管理

と共に保管を行い業務担当員の請求に対し直ちに提示すること。なお、検査時に提

出しなければならない。 

 

 ５ 管理項目及び方法 

  １）出来形管理は、業務受託者が出来形を基準に定める測定項目及び測定基準により

実測し、設計値を対比した測定表、施工箇所図を作成し管理を行うものとする。 

  ２）写真管理は、受託者が基準の写真管理に基づき撮影し適切な管理により保管し、

業務担当員の請求に対し直ちに提示すること。なお、検査時に提出しなければなら

ない。 

 

 ６ 除雪作業施工管理基準値 

   基準により測定した各実測値は、除排雪作業施工管理基準値以内としなければなら

ない。 
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 ７ 写真管理の留意事項 

  １）除排雪作業状況を明確にするため、除排雪作業事項を記入した黒板を必要に応じ

て写すこと。ただし、除排雪作業状況が遠方で、降雪で黒板が見づらい場合は省略

することができる。 

  ２）黒板は、業務名、工種、撮影日時、位置、除排雪作業施工管理基準値、実測値及

び略図を記入すること。 

  ３）撮影された写真は、除雪作業状況、寸法等の確認、判定ができるように工夫する

ものとし、撮影方法の詳細については、あらかじめ業務担当員と協議を行うものと

する。 

  ４）写真は、デジタル写真を標準とする。 

  ５）撮影の頻度は、業務担当員の承諾を得て適宜変更できるものとする。 

     



第２節 除排雪作業施工管理基準値 

 注）基準について、次の場合は業務担当員と協議を行うこと。 

   ア 大雪及び災害時の場合 

   イ 雪堤が高く雪の置場がない場合 

   ウ ８ｍ以上、８ｍ未満の道路の除雪ドーザ（タイヤショベル）プラウ高さは、現況路面より約３㎝とし往復で施工すること。これにより難い

場合は、業務担当員と協議を行うこと。 

 

＊ 最小限の圧雪厚は、除雪ドーザ（タイヤショベル）による作業で圧雪になる最小限の厚さを定めている。 

 

 

工 種 道路種別 
施工基準値 管理基準 

（実測頻度） 
写真管理 摘 要 

路面状況 管理幅 

車道除雪 

（市街地） 

２車線 舗装路面まで 
車道幅員の７０％

以上 

・出動毎 １箇所 

・測定値を測定表に記入 

・測定箇所の施工前・中・

後 

・交差点処理を行

うこと。 

８ｍ以上 

最小限の圧雪厚 

４．０～５．０ｍ ・出動毎 ３箇所 

・測定値を測定表に記入 

・測定箇所の施工前・中・

後 

８ｍ未満 
用地幅員の６０％

以上 

車道除雪 

（郊外地） 

２車線 舗装路面まで 
車道幅員の１０

０％ 

・出動毎 ３箇所 

・測定値を測定表に記入 

・測定箇所の施工前・中・

後 

・交差点処理を行

うこと。 

 

 

 

８ｍ以上 

最小限の圧雪厚 

４．０～５．０ｍ ・出動毎 １箇所 

・測定値を測定表に記入 

・測定箇所の施工前・中・

後 

８ｍ未満 
用地幅員の６０％

以上 

1 車道除雪 

２９ 



 ２ 歩道除雪 

工 種 施工基準 管理基準 写真管理 摘 要 

歩道除雪 

・歩行に支障とならない路面状況

を確保すること。 

・幅は除雪機械の幅とする。 

・出動毎 ４箇所 

・測定値を測定表に記入を行うこと。 

・測定箇所の施工前・中・後 ・横断歩道の渡り部分、

手押し信号部分の処理

を行うこと。 

・歩道の連続性を確保す

ること。 

 注）基準について、次の場合は業務担当員と協議を行うこと。 

   ア 大雪及び災害時の場合 

   イ 雪堤が高く雪の置場がない場合 

 

 ３ 路面整正 

 注）基準について、次の場合は業務担当員と協議を行うこと。 

   ア 大雪及び災害時の場合 

   イ 雪堤が高く雪の置場がない場合 

 

工 種 施工基準 管理基準 写真管理 摘 要 

路面整正 

・舗装面の露出 

・わだちの取り除き 

・既除雪幅員の確保 

・作業箇所図を作成し提出するこ

と。 

・出動毎に片側延長１０㎞毎に１箇

所 

・１０㎞未満は１箇所 

・測定値を測定表に記入を行うこ

と。 

・測定箇所の施工前・中・後 ・交差点処理を行うこ

と。 

・間口、交差点、横断

歩道部の雪処理を行う

こと。 

３０ 



 

 ４ 拡幅除雪 

工 種 施工基準 管理基準（実測頻度） 写真管理 摘 要 

拡幅除雪 

・拡幅除雪は、所定の幅員を確保

を行うこと。 

・拡幅後、車両の走行に支障がな

いように残雪処理を行うこと。 

・作業箇所図を作成し提出するこ

と。 

・出動毎、片側延長１０㎞毎に１

箇所 

・１０㎞未満は１箇所 

・測定値を測定表に記入を行うこ

と。 

・測定箇所の施工前・中・後 ・確保されている間口。

交差点、横断歩道部の雪

処理を行うこと。 

 注）基準について、次の場合は業務担当員と協議を行うこと。 

   ア 大雪及び災害時の場合 

   イ 雪堤が高く雪の置場がない場合 

 

 

 ５ 吹込除雪 

工 種 施工基準 管理基準 写真管理 摘 要 

吹込除雪 

・既除雪幅員を確保する。 ・作業箇所図を作成し提出するこ

と。 

・出動毎 ２箇所 

・施工前・中・後 

 

 注）基準について、次の場合は業務担当員と協議を行うこと。 

   ア 大雪及び災害時の場合 

   イ 雪堤が高く雪の置場がない場合 

 

 
３１ 



  ６ 段切り除雪 

工 種 施工基準 管理基準 写真管理 摘 要 

段切り除雪 
・車道路肩部の雪堤を除去する。 作業箇所図を作成し提出するこ

と。 

・出動毎 ３箇所 

・施工前・中・後 

 

 

 

  ７ 路線排雪 

工 種 施工基準 管理基準 写真管理 摘 要 

路線排雪 

○切込排雪 

 ・切り取り幅は、縁石までとす

る。 

 ・路面状況は、舗装路面までと

する。 

 ・残雪処理を行うこと。 

○雪出排雪 

 ・歩道雪出しを行い全面排雪を

行うこと。 

 ・残雪処理を行うこと。残雪量

（幅）は、切込排雪と同じとす

る。 

 ・歩道部雪出しは、街路樹、道

路付属工作物等を損傷しない

よう、機械でできる最大限の範

囲で施工を行うこと。 

・作業箇所図を作成し提出するこ

と。 

・出動毎、片道１㎞毎に測定 

・１㎞未満は１箇所 

・測定値を測定表に記入を行うこ

と。 

施工前・中・後  

  注）道路状況、堆積状況等により、これにより難い場合は、業務担当員と協議を行うこと。 

３２ 



 

  ８ 交差点排雪 

工 種 施工基準 管理基準 写真管理 摘 要 

交差点排雪 

・交差点見通しが確保されるま

で排雪を行う。 

・支障物がない場合、路面まで

排雪を行う。 

・交差点は、巻き込み先端部か

ら３０ｍの排雪を行う。 

・作業箇所図を作成し提出するこ

と。 

・１０交差点毎に１箇所（施工前、

中、後） 

・左右車線排雪は、５交差点毎に

１箇所（施工前、中、後） 

 

  注）１ 交差点とは、十字交差点、Ｔ時交差点及び変則交差点すべてを１交差点として扱う。 

  注）２ 道路状況、堆積状況等によりこれにより難い場合は、業務担当員と協議を行うこと。 

 

  ９ スノーポール設置 

工 種 施工基準 管理基準 写真管理 摘 要 

スノーポー

ル設置 

・除雪作業で危険回避及び民地

への雪の押し込み防止、道路構

造物等の破損防止のために設置

を行う。 

・作業箇所図を作成し提出するこ

と。 

・市街地は１０本毎に１箇所 

・郊外地は３０本毎に１箇所 

 

 

 

 

 

 ３３ 



  １０ 人力除雪・高所除雪 

工 種 施工基準 管理基準 写真管理 摘 要 

人力除雪・高

所除雪 

・新雪（平坦部） 施工幅は

現況施設幅とする。 

・新雪（階段部） 施工幅は

現況施設幅とする。 

・吹雪（平坦部等） 既除雪

幅を確保する。 

・作業箇所図を作成し提出するこ

と。 

・回数毎に代表となる２箇所（施

工前、中、後） 

・高所除雪は、芽室大

橋と駅東跨橋 

   注）基準については、次の場合は業務担当員と協議を行うこと。 

     ア 大雪及び災害時の場合 

     イ 雪堤が高く雪の置場がない場合 

 

  １１ 雪捨場整理 

工 種 施工基準 管理基準 写真管理 摘 要 

雪捨場整理 

・投雪方式は「雪山方式」とす

る。 

・雪捨場までの搬入路管理を行

うこと。 

・使用する機械は、１５ｔブル以上

のブルドーザで行うこと。 

・回数毎に１枚（施工中）  

   注）搬入路の路面整正が必要な場合は、業務担当員と協議を行うこと。 

３４ 



令和６年度 町 道 人 力 除 雪 位 置 図

凡　　　例

人力・機械除雪
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設計内訳書

　　

数量

時間

　　　

単-5号

摘要

        1

主たる工種

単-3号

　　　

　除雪工

　　　

道路維持･修繕

む
単-6号

工事名

       32

　

当　初

工事区分・工種・種別・細別

式

　　　タイヤショベル１３ｔ（バケット）

      160

        1

時間　　　

タイヤチェーン、交通

　　　

　　　排雪ダンプ１０ｔ
時間

 

誘導員、ライトバン含

運転手は普通作業員、

　

工事区分

単-4号時間
       32

　　         1
　　

１台×８Ｈ×４日

　　　タイヤショベル１３ｔ（汎用）

４箇所、３人

　　　

事業区分

　　　ライトバン

道路除雪業務

人力・機械・交差点除排雪業務委託

式

式

１台×８Ｈ×４日

　　　

        1

規格 単位

　　　

　　

単価

　　交差点排雪

式

　　

　仮設工

８Ｈ×４日

単-2号

道路除雪業務
数量増減

        1

　　　タイヤショベル８ｔ（バケット）

- 1 -

        1　

       32

時間

補正無し

　

　　　

　　

　　　

式

        4

金額 金額増減

　　　人力除雪

　　人力除雪

単-1号

　　交通管理工

１０ｔダンプ、枠、５

式

工種名称なし

台×８Ｈ×４日

24-18-H2-0274-0

回

設計内訳書

　　　

        4

施工地域

　　　



　　　交通誘導警備員（交差点）

　　　交通誘導警備員（排雪）

数量

        1

摘要

        1

Ｈ×５日

主たる工種

Ｈ×４日

式　

       40

純工事費

       32

道路維持･修繕

　

　一般管理費等

工事名

　　　

式

　　　交通誘導警備員（交差点）

        1

        1

当　初

工事区分・工種・種別・細別

単-10号
交通誘導警備員Ｂ、８

時間　　　

　　　

 

Ｈ×４日

単-9号

単-8号

　現場管理費

　

　　　

        1

工事区分

　共通仮設費（率計上）
式

        1

       40

       32

        1

- 2 -

　　　

事業区分

　

Ｈ×５日

人力・機械・交差点除排雪業務委託

式

時間

共通仮設費

規格 単位

単-7号

工事価格

時間

単価

式

式

　　　

道路除雪業務

交通誘導警備員Ａ、８

数量増減

時間

　

        1

式

交通誘導警備員Ｂ、８

補正無し

　　　交通誘導警備員（排雪）

　

　　　

金額 金額増減

式

工種名称なし

工事原価

直接工事費

24-18-H2-0274-0

交通誘導警備員Ａ、８

　　　

設計内訳書

施工地域



数量 摘要

主たる工種道路維持･修繕工事名

- 3 -

当　初

工事区分・工種・種別・細別

        1

 

工事区分
事業区分人力・機械・交差点除排雪業務委託

式

共通仮設費

工事費計

規格 単位 単価 数量増減

        1

補正無し

式

金額 金額増減

工種名称なし

消費税相当額

24-18-H2-0274-0

設計内訳書

施工地域



工場管理費

間接労務費対象額　管理費区分７

工場管理費計上額

工場管理費

非対象額計（－）
  6
  5

  8

工場管理費対象額

 

  1

間接労務費計上額
  4

  2
  3

管理費区分５，９

間接労務費率

- 1 -

24-18-H2-0274-0

  7工場管理費率

工場管理費　工場純工事費



共通仮設費

間接費非対象額

 29

 20
調整工事入力で使用

 28

　　　　　　　　　　　　　　　現工事

主たる工種　単独（当該工事）

　　　　　　　　　　　　　　　　　合算工事

一般管理費等のみ対象額

  6

直接工事費

 21

橋梁、ＰＣ桁、門扉、ポンプ等購入費

  9

　管理費区分２，７

対象工事費に含まれる処分費　単独（追加工事）

共通仮設費（率分）　率（補正前）　単独（追加工事）

　　　　　　　　　　　　　　　合算工事

 13

対象工事費

　　　　　　　　　現工事

 27　施工地域等補正　単独（追加工事）
　　　　　　　　　現工事

主たる工種　合算工事

  5

  8

共通仮設費対象額　単独（追加工事）

*補正係数を乗じる

 31

 24

工種名称なし

 17
対象額支給品（＋）

 

　管理費区分１

無償貸付機械評価額（＋）

共通仮設費

 22

 33

　準備費（処分費）

　　　　現工事

  1

非対象額計（－）

  4

　管理費区分５

全処分費のうち３％または３０００万円を超える額

　　　　　　　　　合算工事

指定有り

　事業損失防止施設費

  2
  3

計上額　単独（追加工事）

　　　　合算工事

 23

 32

 19

 25

 30

 16

調整工事計上額

共通仮設費（率分）　率（補正後）

 10
 11

 26

工場原価

処分費等を除く共通仮設費対象額　単独（追加工事）

　　　　　　　　　　　　　　　　　現工事　

 18

- 1 -

　　　　　　　　　　　　　　　　　合算工事

　管理費区分Ｔ

 12

 15

　　　　　　　　　　　　　　　　　現工事　

 14

24-18-H2-0274-0

　管理費区分９

  7



　施工地域等補正　単独（追加工事）

　管理費区分Ｔ

　管理費区分５

　現場環境改善費

 54

共通仮設費（積上分）

 55

　管理費区分９

現場環境改善費対象額（Ｐｉ）　単独（追加工事）

　準備費・仮設費

 39

無償貸付機械評価額（＋）

現場環境改善費　率（補正後） 52

 47

非対象額計（－）

 66

 37

　営繕費

 41

 36

　　　　　　　　　　　　　　　　　現工事

 60
 59

 49

直接工事費

 48

 45

　事業損失防止施設費

　　　　合算工事

　安全費

 50

現場環境改善費　率（補正前）　単独（追加工事）

 

共通仮設費

 53

 56

対象額支給品（＋）

　運搬費

- 2 -

 35

 42

　　　　　　　　　　　　　　　　　合算工事

 62

 40

 63

間接費非対象額

 61
　役務費

　管理費区分２，７

　　　　　　      現工事

 64

調整工事計上額

　技術管理費

橋梁、ＰＣ桁、門扉、ポンプ等購入費

指定有り

 34

 57

工場原価

　　　　　　　　　　　　　　　　　現工事　

　管理費区分１

 44

一般管理費等のみ対象額

計上額　単独（追加工事）
　　　　現工事

共通仮設費計

 51

現場環境改善費対象工事費

　　　　　　　　　　　　　　　　　合算工事

 38

 43

 58

24-18-H2-0274-0

 65

 46



現場管理費

無償貸付機械評価額（＋）

 29

 20

 28

非対象額計（－）

　緊急工事補正

現場管理費対象純工事費　単独（追加工事）

　　　　現工事

  6

　　　　　　　　　　現工事　

 21

  9

　　　　　　　　　　　　　　　　　合算工事

 13

　管理費区分Ｔ

 27
　率（補正後）

  5

現場管理費

　　　　　　　　　　　　現工事

  8

　施工時期補正　　　

　管理費区分２，７

　真夏日補正　　　

 31

調整工事入力で使用

 24

工種名称なし

 17

 

 22

  1

間接費非対象額

  4

計上額　単独（追加工事）

全処分費のうち３％または３０００万円を超える額

　　　　合算工事

*補正係数を乗じる

単独（追加工事）純工事費  2
  3

処分費等を除く　現場管理費対象純工事費

 23

 32

 19

 25

 30

調整工事計上額

単独（追加工事）　共通仮設費

　　　　　　　　　　　　合算工事

 16

 10

一般管理費等のみ対象額　管理費区分５

 11

工場原価

 26

　　　　　　　　　　　　　　　　　現工事　

　　　　　　　　　　合算工事

率（補正前）　単独（追加工事） 18

- 1 -

 12

　　　　　　　　　現工事　

 15

　砂防・地すべり補正　単独（追加工事）

　管理費区分９

 14

　　　　　　　　　　　現工事　

24-18-H2-0274-0

指定有り

  7

対象額支給品（＋）

単独（追加工事）　直接工事費

主たる工種

　施工地域等補正　単独（追加工事）



一般管理費等

 10

　前払金支出割合による補正係数　単独（追加工事）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　合算工事

  3

一般管理費等 率（補正後）

 13

　工場製作原価

調整工事入力で使用
　　　　　　　　　　　　　　　　　　現工事　
処分費等を除く　一般管理費等対象工事原価 12

工種名称なし

一般管理費等

 25

契約保証に係る一般管理費等対象工事原価（当初設計）
契約保証に係る補正値　単独（追加工事）

 27

  8

  5

　　　　　　　　　　　　　現工事
　　　　　　　　　　　　　合算工事

　　　　　　　　　　　　　　現工事　

  1

 28

契約区分

 

 19

一般管理費等対象工事原価　単独（追加工事）

 20

  4

　　　　現工事

非対象額計（－）

指定有り

 17

 26

第

　現場管理費
　工期延長等に伴う現場維持費

　管理費区分Ｔ

 21

工事原価

工事番号

 22

主工種

計上額　単独（追加工事）

　　　　合算工事

芽室町環境土木課

 18

支給品を除く間接費非対象額

　財団法人等による補正係数　単独（追加工事）

 16

  2

調整工事計上額

　管理費区分９

  9

率（補正前）　単独（追加工事）

　　　　　　　　　　　　　　　　現工事　

事務所名

　　　　　　　　　　現工事　
　　　　　　　　　　合算工事

- 1 -

 23

 15

  6

全処分費のうち３％または３０００万円を超える額

発注年月

回変更

 14

  7

　純工事費

24-18-H2-0274-0

 24

 11



処分費等指定行一覧表

単価

処分費に占める

　処分費対象規格

※表示されている数量・単価・金額は入力参考値

Ｂ

Ｓ：処分費等

数量

の価格 含まれる処分費等(直接工事費計＋支給品＋事業損失防止施設費＋無償貸付機械等評価額＋共通仮設費対象外額＋その他対象額)

となる金額は３千万円を上限とする

Ｐに含まれる

-

単位

Ｓｔ：Ｗが３％相当の処分費等の価格（Ｗ＞３％の場合）

処分費等の率計算の対象は３千万円とする
諸経費対象額

「Ｓ≦30,000,000」のとき

-

処分費等

処分費等（Ｓ）の全額を率計算の対象とする

 

「Ｓ＞30,000,000」のとき

Ｓｔ＝（Ｐ＋Ｑ）×３％

算出区分

処分費内諸経費対象額・算出根拠（一般管理費等算出用通常設計書）

（Ｓｔ）を率計算の対象とする。ただし、対象

-

「Ｗ＞３％」のとき

「Ｗ≦３％」かつ

P：共通仮設費対象額（処分費算出用）

金額

処分費に占める

処　分　費　等　指　定　行　一　覧　表

Ｃ

規格 単位

　処分費対象名称

細別名称

Ｑ：準備費に

諸経費対象外額

Ｗ＝Ｓ／（Ｐ＋Ｑ）
Ｗ：処分費等の占める割合

- 1 -

「Ｗ≦３％」かつＡ
処分費内諸経費対象額・算出区分

24-18-H2-0274-0



内訳書

金額数量

単価適用年月

単位

内訳書＜データ無し＞

- 1 -

上段から 既契約数量／出来高数量／出来高累計／前回残工事／今回残工事

単価

 

摘要

歩掛適用年月

金額増減名称 規格／条件 数量増減

24-18-H2-0274-0

労務調整-超過-規制



単価表

管理費区分 無

規格／条件

1.000-00000020

時間

≫

R0114

タイヤショベル１３ｔ（バケット）

土木一般世話役

量

人

単

管理費区分 無

位

       0.16

除雪ドーザ（ホイール型）　プラウ・バケッ

を適用しない：異常補正＝0：基礎価格補正＝

単-1号

６ｍ３≪機械使用条件＝補正なし：岩石割増し

労務調整-超過-規制

数量

１台×８Ｈ×４日

1次単価表

 

摘要単価

      18

20241029

時間

しない：輸送補正＝しない：運転日当り運転時

　割増対象賃金比 0.771 R0125

単価

　割増対象賃金比 0.793

刊行物単価

タイヤチェーン損耗費　（運転１時間当り）

部品補正＝良好：供用日当り運転時間＝2.9時

 

時間

間＝4.5時間≫

M005306004

       1

補正＝しない：運転日当り運転時間＝6.1時間

い：機械損耗部品補正＝良好：供用日当り運転

除雪ドーザ　ホイール　１３ｔ級　タイヤチェ

時間＝1.5時間：交替制による割増し＝交替制

単

       1

規

ーン損耗費表

管理費区分 無

金額

スノーバケット［除雪ドーザ用］

M005002019

Z006702002

歩掛適用年月

：異常補正＝0：基礎価格補正＝しない：輸送

称

単位

二省労務単価

排ガス型（第１次）　１３ｔ級　２．４～２．
管理費区分 無

管理費区分 無

単価適用年月

名

２．１～２．３ｍ３≪機械使用条件＝補正なし

人

間：交替制による割増し＝交替制を適用しない

20241029

ト兼用型

刊行物単価

       1

- 1 -

管理費区分 無

価
格

二省労務単価

運転手（特殊）

刊行物単価

軽油 　ミニローリー渡し

刊行物単価

数

ZAK6126600

Ｌ

       1

24-18-H2-0274-0

計

       0.05

時間

名称

  

コード＝岩石工の割増対象にしない：機械損耗

：岩石割増しコード＝岩石工の割増対象にしな



管理費区分 無

規格／条件

1.000-00000020

時間

≫

R0114

土木一般世話役

量

人

単

管理費区分 無

位

       0.16

除雪ドーザ（ホイール型）　プラウ・バケッ

M005303004

６ｍ３≪機械使用条件＝補正なし：岩石割増し

労務調整-超過-規制

数量

１台×８Ｈ×４日

1次単価表

 

間＝1.4時間：交替制による割増し＝交替制を

マルチプラウ［除雪ドーザ用］

摘要単価

      18

20241029

時間

　割増対象賃金比 0.771 R0125

単価

　割増対象賃金比 0.793

刊行物単価

岩石割増しコード＝岩石工の割増対象にしない

タイヤチェーン損耗費　（運転１時間当り）

部品補正＝良好：供用日当り運転時間＝2.9時

 

時間

単-2号

       1

補正＝しない：運転日当り運転時間＝6.1時間

除雪ドーザ　ホイール　１３ｔ級　タイヤチェ

適用しない：異常補正＝0：基礎価格補正＝し

単

       1

規

ーン損耗費表

タイヤショベル１３ｔ（汎用）

管理費区分 無

- 2 -

ない：輸送補正＝しない：運転日当り運転時間

金額
M005002019

Z006702002

歩掛適用年月

：異常補正＝0：基礎価格補正＝しない：輸送

称

単位

二省労務単価

排ガス型（第１次）　１３ｔ級　２．４～２．
管理費区分 無

管理費区分 無

単価適用年月

名

人

間：交替制による割増し＝交替制を適用しない

20241029

ト兼用型

刊行物単価

       1

管理費区分 無

価
格

二省労務単価

＝4.5時間≫

運転手（特殊）

刊行物単価

軽油 　ミニローリー渡し

刊行物単価

１３～１４ｔ級用≪機械使用条件＝補正なし：

数

ZAK6126600

Ｌ

       1

24-18-H2-0274-0

計

       0.05

時間

：機械損耗部品補正＝良好：供用日当り運転時

名称

  

コード＝岩石工の割増対象にしない：機械損耗



運転日当り運転時間＝6時間≫

規格／条件

1.000-00000020

量

用条件＝補正なし：岩石割増しコード＝岩石工

単

ェーン損耗費表

単-3号

位

時間

労務調整-超過-規制

数量

管理費区分 無

1次単価表

 

- 3 -

タイヤチェーン損耗費　（運転１時間当り） ダンプトラック　普・Ｄ　１０ｔ積　タイヤチ

摘要単価

刊行物単価

20241029

時間

：供用日当り運転時間＝2.6時間：交替制によ

管理費区分 無

計

DX023000

[運搬排雪用]10t用 側板高さ60･80㎝≪機械使

 

ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ側板[木製･簡易型]
：        1

ダンプトラック＝１０ｔ積級：機械損料補正

単

時間

規

＝補正なし（土砂等）：タイヤ損耗費＝良好

金額

：基礎価格補正＝しない：輸送補正＝しない：

刊行物単価

ZAK6131100

歩掛適用年月

称

単位

１０ｔダンプ、枠、５台×８Ｈ×４日

       1

管理費区分 無

単価適用年月

名

ダンプトラック運転

る割増し＝交替制を適用しない：異常補正＝0

単-11号

排雪ダンプ１０ｔ

       1

20241029

価

MA09271001

格

単価

数

       1

24-18-H2-0274-0

時間

名称

  

の割増対象にしない：機械損耗部品補正＝良好



- 4 -

規格／条件

　2号

1.000-00000020

ライトバン［ガソリンエンジン・二輪駆動］

二省労務単価

＝補正なし：岩石割増しコード＝岩石工の割増

量
単

刊行物単価

位運転手は普通作業員、８Ｈ×４日

り運転時間＝3.6時間≫

労務調整-超過-規制

数量

管理費区分 無

1次単価表

 

Ｌ

摘要単価

20241029

時間

刊行物単価

Z006704001

計

 

管理費区分 無

       0.125

レギュラー　スタンド渡し　無鉛　JIS K 2202

       1

乗車定員５名　排気量１．５Ｌ≪機械使用条件

単
規

日当り運転時間＝3時間：交替制による割増し

格補正＝しない：輸送補正＝しない：運転日当

金額
M002022001

歩掛適用年月

対象にしない：機械損耗部品補正＝良好：供用

称

単位

管理費区分 無

単価適用年月

名

R0102
       2.7

ライトバン

20241029

価

ガソリン

格

人
　割増対象賃金比 0.847

単価

普通作業員

数

単-4号

       1

24-18-H2-0274-0

時間

名称

  

＝交替制を適用しない：異常補正＝0：基礎価



規格／条件

1.000-00000020

量

単-5号

単
位

       3

労務調整-超過-規制

数量

1次単価表

 

摘要単価

人力除雪

20241029

単価

　割増対象賃金比 0.847

 

計

単
規

金額

二省労務単価

４箇所、３人

歩掛適用年月

普通作業員

称

単位

管理費区分 無

単価適用年月

名

20241029

価
格

人

- 5 -

数
回

       1

24-18-H2-0274-0

名称

  

R0102



排ガス型（第１次）　８ｔ級　１．３～１．４

刊行物単価

管理費区分 無

タイヤチェーン、交通誘導員、ライトバン含む

レギュラー　スタンド渡し　無鉛　JIS K 2202

規格／条件

1.000-00000020

運転手（特殊） 　割増対象賃金比 0.793

量

スノーバケット［除雪ドーザ用］

       1

ZAK6124600

　2号

単

刊行物単価

刊行物単価

位

時間＝1.5時間：交替制による割増し＝交替制

除雪ドーザ（ホイール型）　プラウ・バケッ

ン損耗費表

１．２～１．４ｍ３≪機械使用条件＝補正なし

M002022001

時間

労務調整-超過-規制

数量

管理費区分 無

1次単価表

 

Ｌ

を適用しない：異常補正＝0：基礎価格補正＝

＝交替制を適用しない：異常補正＝0：基礎価

タイヤチェーン損耗費　（運転１時間当り）

摘要

タイヤショベル８ｔ（バケット）

格補正＝しない：輸送補正＝しない：運転日当

単価

二省労務単価

刊行物単価

20241029

時間

人

刊行物単価

       0.2

ード＝岩石工の割増対象にしない：機械損耗部

：岩石割増しコード＝岩石工の割増対象にしな

時間

 

時間

単-6号

管理費区分 無

管理費区分 無

ライトバン［ガソリンエンジン・二輪駆動］

ｍ３≪機械使用条件＝補正なし：岩石割増しコ

管理費区分 無

       1

間＝4.5時間≫

単

：交替制による割増し＝交替制を適用しない：

対象にしない：機械損耗部品補正＝良好：供用

規

R0114

品補正＝良好：供用日当り運転時間＝2.3時間

金額

＝補正なし：岩石割増しコード＝岩石工の割増

      9.5

- 6 -

正＝しない：運転日当り運転時間＝4.9時間≫

歩掛適用年月

称

単位

管理費区分 無

単価適用年月

名

       1

除雪ドーザ　ホイール　８ｔ級　タイヤチェー

20241029

乗車定員５名　排気量１．５Ｌ≪機械使用条件

ト兼用型

異常補正＝0：基礎価格補正＝しない：輸送補

       1

価

       2.7

格

ガソリン

M005002018

Z006704001

数

軽油

日当り運転時間＝3時間：交替制による割増し

       1

24-18-H2-0274-0

Ｌ

時間

　ミニローリー渡し Z006702002

名称

  

り運転時間＝3.6時間≫

管理費区分 無

い：機械損耗部品補正＝良好：供用日当り運転

M005306002

しない：輸送補正＝しない：運転日当り運転時

刊行物単価



タイヤチェーン、交通誘導員、ライトバン含む

規格／条件

1.000-00000020

量
単
位

労務調整-超過-規制

数量

1次単価表

 

摘要

タイヤショベル８ｔ（バケット）

単価

20241029

単価

時間

- 7 -

　割増対象賃金比 0.847

 

計

単-6号

単
規

金額

二省労務単価

歩掛適用年月

普通作業員

称

単位

管理費区分 無

単価適用年月

名

       0.125

20241029

価
格

人

数

       1

24-18-H2-0274-0

名称

  

R0102



規格／条件

1.000-00000020

量
単

単-7号

位

労務調整-超過-規制

数量

1次単価表

 

交通誘導警備員Ａ
摘要単価

20241029

単価

時間

人日

 

計

単-12号

交通誘導警備員（交差点）
単

規

金額

歩掛適用年月

称

単位

管理費区分 無

単価適用年月

名

       0.125

20241029

価
格

数

       1

24-18-H2-0274-0

- 8 -

名称

  

WB010211

交通誘導警備員Ａ、８Ｈ×４日



規格／条件
WB010212

1.000-00000020

量
単
位

労務調整-超過-規制

数量

1次単価表

 

摘要単価

20241029

単価

時間

人日

 

計

交通誘導警備員（交差点）
単

規

金額
交通誘導警備員Ｂ

歩掛適用年月

称

単位

管理費区分 無

- 9 -

単価適用年月

名

単-13号       0.125

20241029

交通誘導警備員Ｂ、８Ｈ×４日 価
格

単-8号

数

       1

24-18-H2-0274-0

名称

  



規格／条件

1.000-00000020

量

単-9号

単
位

労務調整-超過-規制

数量

1次単価表

交通誘導警備員Ａ、８Ｈ×５日
 

交通誘導警備員Ａ
摘要単価

20241029

単価

時間

人日

- 10 -
 

計

単-12号

単
規

金額

交通誘導警備員（排雪）

歩掛適用年月

称

単位

管理費区分 無

単価適用年月

名

       0.125

20241029

価
格

数

       1

24-18-H2-0274-0

名称

  

WB010211



規格／条件
WB010212

1.000-00000020

量
単
位

労務調整-超過-規制

数量

1次単価表

 

摘要単価

20241029

単価

時間

人日

 

計

単
規

金額

交通誘導警備員（排雪）

交通誘導警備員Ｂ

歩掛適用年月

単-10号

称

単位

- 11 -

管理費区分 無

単価適用年月

名

単-13号       0.125

20241029

交通誘導警備員Ｂ、８Ｈ×５日 価
格

数

       1

24-18-H2-0274-0

名称

  



Z1

管理費区分 無

DX023000

R0115

軽油 Z006702002

規格／条件

1.000-00000020

時間

量

Z1

刊行物単価

       1

単
位

単価

式

労務調整-超過-規制

数量

 

時間

摘要単価

Z010020102

20241029

時間

計

１０ｔ積級 補正なし（土砂等） 良好

　ミニローリー渡し

 

参考資料（1）

ダンプトラック運転

ZZ1

      9.8
Ｌ

諸雑費（まるめ）

単

１０ｔ積級　良好

規

       1

金額

二省労務単価

刊行物単価

タイヤ損耗費

１０ｔ積級

歩掛適用年月

ZS3000004

       1

称

単位
運転手（一般）

管理費区分 無

単価適用年月

名

20241029

Z1

刊行物単価
管理費区分 無

価

管理費区分 無

Z1

格

M000301005

人
       0.17

ダンプトラック［オンロード・ディーゼル］

数

- 12 -

単-11号

       1

24-18-H2-0274-0

　割増対象賃金比 0.816
名称

管理費区分 無



規格／条件

WB010211

       1

量
単

1.000-000000250

式

位

労務調整-超過-規制

数量

- 13 -

 

交通誘導警備員Ａ
摘要単価

交通誘導警備員Ａ

20241029

二省労務単価

諸雑費（まるめ）
管理費区分 無

 

参考資料（1）

Z1

       1

単

　割増対象賃金比 0.851

規

単価

R0803
金額

ZS3000004

歩掛適用年月

称

単位

管理費区分 無

単-12号

計

単価適用年月

名

20241029

価
格

人
割増率   50%

数
人日

ZZ1

       1

24-18-H2-0274-0

名称



規格／条件

       1

量
単

1.000-000000250

R0804

式

位

労務調整-超過-規制

数量

 

摘要単価

20241029

二省労務単価

諸雑費（まるめ）
管理費区分 無

交通誘導警備員Ｂ

 

参考資料（1）

Z1

- 14 -

単-13号

       1

単
規

単価

金額

ZS3000004

交通誘導警備員Ｂ

歩掛適用年月

称

単位

管理費区分 無

計

単価適用年月

名

WB010212

　割増対象賃金比 0.904

20241029

価
格

人
割増率   50%

数
人日

ZZ1

       1

24-18-H2-0274-0

名称



登録単価＜データ無し＞

名称 登録月

                                        

規格 登録年度

登録単価＜データ無し＞

コード 単価

人力・機械・交差点除排雪業務委託工事名

- 1 -

備考

24-18-H2-0274-0

単位



個人用損料＜データ無し＞

コード

                                        

備考名称

個人用損料＜データ無し＞

登録年度単価

人力・機械・交差点除排雪業務委託工事番号 工事名

規格 区分

- 1 -

登録月

24-18-H2-0274-0

単位



集計リスト（材料）

Z006704001

タイヤチェーン損耗費　（運転１時

刊行物単価

工事区分

ZAK6131100
チェーン損耗費表

         4

単位

ZAK6126600

規格

タイヤチェーン損耗費　（運転１時 除雪ドーザ　ホイール　１３ｔ級　タイヤチ
ェーン損耗費表

時間

道路維持･修繕

刊行物単価

数量 金額

     2,758

単価

        64
タイヤ損耗費Z010020102

ZAK6124600

間当り）

 

１０ｔ積級　良好

       160

刊行物単価

集計リスト（材料）

刊行物単価

諸雑費（まるめ）

当　初工事名
集計区分

時間

刊行物単価

ーン損耗費表
除雪ドーザ　ホイール　８ｔ級　タイヤチェ

コード

刊行物単価

材料

ダンプトラック　普・Ｄ　１０ｔ積　タイヤ

Z006702002

ZS3000004 式

名称

        97.196

- 1 -

タイヤチェーン損耗費　（運転１時

Ｌ
       160

摘要

人力・機械・交差点除排雪業務委託

ガソリン

時間
間当り）

24-18-H2-0274-0

02　2号

         1

時間

間当り）

軽油 Ｌ

レギュラー　スタンド渡し　無鉛　JIS K 22

　ミニローリー渡し


